
古江 優作さん(博士前期課程 1 年)が第 60 回高圧討論会において 

ポスター賞を受賞しました。 

 

2019 年 10 月 23 日から 25 日に行われた第 60 回高圧討論会（日本高圧力学

会主催, かでる 2・7 北海道立道民活動センター）において、本学大学院自然

科学研究科 数理物質科学専攻 物理学コースの古江優作さん（博士前期課程

1 年）の研究発表がポスター賞を受賞しました。 

 

講演題目：小型静水圧セルの開発と YbCuxの物性測定 

発表者：古江優作, 大村彩子, 石川文洋, Anne de Visser, 辻井直人, 山岡人志 

 

 

古江さんは、本学理学部物理学科 4 年に在籍時、「量子科学を軸とした「医学

物理」融合研究と国際共同研究の戦略的促進・博士研究者を目指す国際共同

研究挑戦プログラム」によってアムステルダム大学に派遣され、現地の研究

者や大学院生とともに実験研究を行いました。今回の講演は、その滞在時に

得た研究成果を発表したものです。 

 

  


